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【芸術・文化・スポーツ】 

１．古代遺跡を活用したまちづくりについて 

Ｑ：連休中に岩倉遺跡を訪れた隠岐の方が整備状況が出土時とほとんどかわっていないことにがっかり

したと言っていた。しかし、遺跡周辺の草刈りなど地元ボランティアも活躍しており、県外からも多

くの人が訪れることから神原神社古墳など古代遺跡を活用したまちづくりをもっと進めてはどうか。 

Ａ：遺跡への進入路は未整備なものの、出土地はガイダンス施設や遺跡発掘現場を再現するなど整備を

進めてきた。今後も時間はかかるが、進入路等整備していかねばならない。また遺跡等を活用したま

ちづくりについては、新市建設計画にもオンリーワンプロジェクトとして炎の芸術館構想があがって

おり、これを実現するためには住民の皆様の遺跡に対する思いを今一度思い起こしていただき、教育

文化振興施策の要としたい。（市長) 

 

２．文化遺産の案内板設置について 

Ｑ：合併に際して「オンリーワン・プロジェクト」について説明を受けてきた。吉田町では文化遺産に

重きを置いた取り組みがされると聞いている。現在、過去に関する（当事者等の）知識などについて、

その継承を大切にすべきではないかと考える。文化財所在地や伝承ある土地、名勝等に関して説明看

板や案内板等の設置により、その土地・物件に関して地域の文化財や由緒等の意識啓発の意味も含め

た対応が必要だと考える。 

Ａ：看板等も含め、文化遺産継承については市全体の大切なことと考える。（内田助役） 

Ｄ：老人会で市内の遺跡・旧跡を訪ねたいと考えている。今年の秋からでも実施したい。看板設置によ

り各所の説明や案内を得たいと考える。 

 

３．文化協会の設立について 

Ｑ：文化協会の設立を検討してほしい。 

Ａ：文化協会については、未設置の旧町村もあり、雲南市として一本化を目指して検討しているところ

である。（教育委員会） 

 

４．チャレンジデーの取り組みについて 

Ｑ：チャレンジデーを昨日実施したが、今回は周知が非常に悪かった。自治会内の参加率が悪い。チャ

レンジデーの取組みの意義が曖昧になっている。どのような意義の元で今年は実施したのか聞きた

い。 

Ａ：チャレンジデーですが、参加率は６４％で雲南市が勝利した。周知の徹底については大東町、掛合

町が今回初めての取組みであった。他町村については、既に取組んでいることから体制が構築されて

いると判断した。チャレンジデーは、運動（スポーツ）だけではなくレクリエーションの観点からの

健康づくりを目指している。来年度以降も実施したいと考えている（教育委員会） 

 

５．チャレンジデーの対応について 

Ｑ：先日 25 日のチャレンジデーにおいて、深夜業務を行った教育委員会職員の残業手当は出るのか。

体協では賞品が出たようだが、集落で行われたイベントでは賞品がないといういびつなことになって

いた。財政事情が悪いのなら、賞品はなくても良いのではないか。 

Ａ：残業手当については十分な手当てがつかない状況である。基本的には 17:30 以降につけることにな
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っているが、所管ではないので、当日の時間外手当の処理をどのように行っているのか今は判らない。

賞品については、本年度掛合はたまたま初参加だったので、体協事業の経費が使われたと聞いている。

（教育委員会） 

  時間外手当については、平成 17 年度は定められた金額に抑えるということで、部長から職員に周

知徹底を行っている。職員も予算範囲の中で仕事をしていくように勤めている。職員の判断に任せて

いるので、チャレンジデーを実施した町村において、一律全てに時間外が出ていることにはなってい

ないと思う。個々の判断で行ってもらっている。（市長） 

  これまでチャレンジデーとして賞品を出したことはない。たまたま体協で出したことはあるが、今

後の反省材料にしたいと思う。 

 

６．チャレンジデーの施設利用について 

Ｑ：チャレンジデーがあり、野球場を使用しました。掛合野球場を管理されていることについては感謝

します。グラウンドゴルフで使用しましたが、使用は外野のみであった。内野が使用できないのはな

ぜか。 

Ａ：チャレンジデーに２６００人の方に参加いただき６９％の参加率でした。多くの参加をいただき、

ご協力いただきありがとうございました。チャレンジデーの時には、外野でグラウンドゴルフをして

いただきました。２、３日前にグラウンド用トラクターで内野を耕運したので遠慮いただきました。

今後の使用は可能です。（総合センター） 

 

【地域づくり】 

７．公共施設の有効活用について 

Ｑ：加茂町には商工会館、旧就労センターなど合併前に獲得した施設がいくつかあるが、今もって活用

されていない。どんどん活用すべきだ。 

Ａ：現在利用を検討している施設として、総合センター２、３階、旧保育所、旧幼稚園、旧就労センタ

ー、商工会館、三代児童館がある。総合センター２階については図書室として利用を検討しており、

３階の議場・議員控え室についてはこれから有効活用を検討していきたい。また、旧保育所は子育て

支援センターとして、旧幼稚園はかなり老朽化が進んでいるものの、これから検討する。現在、旧就

労センターは貸借契約を結び森林組合に貸し出しており、商工会館は１９年の商工会合併を控え、も

う少し協議が必要と考えている。また、三代児童館は放課後対策として使われている。できるだけ住

民の皆様が有効活用していただけるような方法を考えたい。（総合センター） 

  今後の有効活用のために、地域委員会や地域自主組織で協議いただきたい。また、市への企業進出

があるが、その入り先としての活用も考えられる。今少し、時間をかけて協議したい。（市長） 

Ｄ：長時間が経過しており、できるだけ早い検討を望む。 

 

８．丸子山公園について 

Ｑ：丸子山公園へ最近行ってみたがきれいに整備されており良かった。近くの児童公園、運動公園も整

備されつつあるがいつ完成するのか。そのとき４組の家族しかいなかった。児童公園等完成したとき

には情報を流したり PR に努めてたくさんの人で賑わう施設にしてほしい。 

 

 

 


